
ス
移
転
は
、
議
会
や
関
係
区

長
に
現
状
を
説
明
、
理
解
を

求
め
て
き
た
。

保
健
セ
ン
タ
ー
の
残
す
べ

き
機
能
な
ど
協
議
を
始
め
、

使
用
団
体
な
ど
に
も
事
業
継

続
方
法
の
問
い
か
け
て
い
る
。

概
略
の
設
計
が
で
き
た
段

階
で
、
住
民
、
議
会
に
説
明

し
、
よ
り
良
い
施
設
と
な
る

よ
う
事
業
を
進
め
た
い
。

池
川
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

２
階
を
改
造
し
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
岩
丸
荘
を
移

転
す
る
案
が
進
ん
で
い
る
。

保
健
福
祉
の
拠
点
機
能
に

つ
い
て
、
町
の
考
え
は
。

当
施
設
へ
の
デ
イ
サ
ー
ビ
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池
川
神
社
横
に
は
、
土
居

簡
易
水
道
タ
ン
ク
３
基
を
設

置
、
う
ち
２
基
は
耐
震
性
が

な
い
。

町
内
の
他
施
設
も
含
め
、

定
期
的
な
点
検
を
行
い
、
防

災
対
策
を
、
専
門
家
も
交
え

検
討
し
た
い
。

池
川
小
学
校
は
耐
震
性
を

有
し
、
地
域
の
避
難
場
所
に

も
指
定
さ
れ
て
い
る
。

裏
山
に
は
、
簡
易
水
道
タ

ン
ク
が
複
数
設
置
さ
れ
て
い

る
が
、
地
震
な
ど
の
防
災
対

策
は
。

合
併
後
６
年
が
経
過
し
、

総
合
支
所
方
式
の
長
所
や
短

所
を
把
握
さ
れ
た
と
思
う
。

今
後
の
効
率
的
な
町
政
運

営
の
方
針
は
。

総
合
支
所
で
は
、
管
理
部

門
や
議
会
を
除
き
合
併
前
の

機
能
が
残
り
、
事
務
事
業
の

効
率
化
や
新
自
治
体
の
ま
と

ま
り
、
職
員
の
効
率
的
な
配

置
が
図
り
に
く
い
。

本
町
の
未
来
は
、
合
併
支

援
措
置
が
あ
る
27
年
度
ま
で

に
、
将
来
を
見
据
え
た
ま
ち

づ
く
り
に
か
か
っ
て
い
る
。

支
援
を
活
用
し
、
23
年
度
か

ら
５
年
間
で
歳
出
削
減
に
取

り
組
み
、
財
政
規
模
を
縮
小

し
町
民
生
活
へ
の
影
響
を
最

小
限
に
抑
え
る
こ
と
が
使
命

と
考
え
る
。

問

山
　
口

問

山
口
芳
正

答

町
　
長

答

町
　
長

問

山
　
口

答

町
　
長

答 27年度までに町づくり

総合支所方式の今後の運営

防
災
対
策
は

専
門
家
も
交
え
検
討

答

保
健
福
祉
の
拠
点
機
能
は

使
用
団
体
に
も
問
う

答

土居簡易水道タンク

もみじ荘　岩丸荘



厚
生
労
働
省
が
、
介
護
保

険
給
付
対
象
の
要
支
援
者
を

保
険
給
付
か
ら
外
す
な
ど
の

介
護
保
険
法
の
改
正
を
検
討

し
て
い
る
が
、
本
町
へ
の
影

響
や
対
応
は
。

４
月
に
社
会
保
障
審
議
会

介
護
給
付
費
分
科
会
が
開
催

さ
れ
、
要
支
援
者
の
給
付
な

ど
利
用
者
に
大
変
厳
し
い
意

見
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。

現
時
点
で
は
国
、
県
よ
り

の
指
示
は
な
い
。

制
度
改
正
が
実
現
す
れ
ば

サ
ー
ビ
ス
が
制
限
さ
れ
る
可

能
性
が
危
惧
さ
れ
る
。
今
後

の
動
向
を
踏
ま
え
た
上
で
、

対
応
を
検
討
し
取
り
組
む
。
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問

山
　
口

答

町
　
長

長
者
・
別
府
連
合
と
、
名

野
川
・
大
崎
・
池
川
連
合
小

学
校
は
５
月
に
無
事
終
了
。

町
道
寺
村
大
板
線
が
台
風

２
号
の
影
響
で
、
道
路
が
欠

落
の
た
め
二
輪
車
以
上
通
行

止
め
と
な
っ
て
い
る
が
、
歩

い
て
の
通
行
が
可
能
な
た
め
、

児
童
生
徒
は
通
常
ど
お
り
、

寺
村
か
ら
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で

通
学
。

池
川
地
区
、
494
号
の
百
川

内
の
土
砂
崩
れ
で
は
、
用
居

地
区
の
中
・
高
生
は
、
保
護

者
の
車
で
、
林
道
の
迂
回
路

を
通
学
。

３
月
29
日
に
３
回
目
の
検

討
会
を
開
催
。
中
学
校
再
編

の
必
要
性
を
再
確
認
。

５
月
25
日
、
委
員
５
人
が

新
し
く
な
っ
た
な
か
、
４
回

目
の
検
討
会
を
開
催
。
１
校

案
、
２
校
案
と
具
体
的
な
想

定
を
も
と
に
、
熱
心
な
協
議

が
行
わ
れ
た
。

教育長行政報告 教育長 大野　敏光

利
用
者
減
少
な
ど
で
、
厳

し
い
経
営
が
続
い
て
い
る
。

財
団
法
人
内
部
で
も
、
検

討
が
続
け
ら
れ
て
い
る
が
、

法
人
の
理
事
、
町
長
、
副
町

長
、
教
育
長
で
今
後
の
見
通

し
を
協
議
し
た
。

理
事
会
で
引
き
続
き
検
討
。

保
護
者
の
子
育
て
力
の
向

上
な
ど
を
目
指
し
た
、
保
育

者
体
験
事
業
補
助
。

池
川
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

の
実
施
設
計
委
託
料
。

修
学
旅
行

道
路
崩
壊

学
校
再
編

池
川
自
然
学
園

補
正
の
内
容

介護保険法改正への
対応は

今後の動向を答

長者小

別府小 名野川・大崎・池川連合小

修学旅行修学旅行修学旅行修学旅行修学旅行修学旅行修学旅行修学旅行修学旅行修学旅行修学旅行修学旅行修学旅行修学旅行修学旅行修学旅行修学旅行
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仁 淀 川 町 議 会 だ よ り平成23年8月10日発行 第24号　（14）

大石弘秋町長 行政報告

３
月
11
日
の
東
日
本
大
震

災
と
、
こ
れ
に
伴
う
原
子
力

発
電
所
事
故
に
よ
り
、
犠
牲

と
な
ら
れ
た
皆
様
に
哀
悼
の

意
を
捧
げ
る
と
と
も
に
、
避

難
生
活
を
送
ら
れ
て
い
る
皆

様
の
安
全
と
、
一
日
も
早
い

生
活
再
建
や
、
復
興
を
お
祈

り
し
ま
す
。

本
町
か
ら
は
、
支
援
の
た

め
町
単
独
で
100
万
円
、
非
常

食
１
５
０
０
食
、
毛
布
420
枚

を
、
県
を
通
じ
送
付
し
、
避

難
者
の
受
け
入
れ
や
、
被
災

地
か
ら
の
要
望
の
あ
る
職
種

に
対
し
、
職
員
を
派
遣
す
る

な
ど
手
を
尽
く
し
て
い
く
。

ま
た
、
社
協
と
町
で
、
区

長
を
通
じ
３
月
１８
日
か
ら
受

け
付
け
て
い
た
「
東
北
関
東

大
震
災
義
援
金
」
は
、
総
額

589
万
381
円
が
集
ま
り
、
高
知

県
共
同
募
金
会
の
義
援
金
口

座
に
振
り
込
ん
だ
。

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

本
部
は
、
県
の
対
策
本
部
が

４
月
１
日
付
で
解
散
し
た
こ

と
で
、
４
月
４
日
付
で
本
町

も
解
散
。

環
境
省
か
ら
６
月
１
日

に
、
警
戒
レ
ベ
ル
を
通
常
時

に
戻
す
連
絡
が
あ
っ
た
。

ソ
ニ
ア
は
、
仁
淀
川
森
林

組
合
及
び
、
高
知
県
森
林
組

合
連
合
会
に
経
営
の
打
診
を

し
て
い
た
が
、
負
債
の
現
状

や
今
後
の
維
持
経
費
の
大
き

さ
を
考
慮
す
る
と
、
難
し
い

と
の
回
答
が
あ
り
、
経
営
の

申
し
入
れ
が
あ
っ
た
民
間
企

業
へ
、
経
営
移
譲
の
検
討
を

要
請
し
た
。

複
数
企
業
で
協
力
し
、
前

向
き
に
検
討
と
の
回
答
で
、

従
業
員
に
は
、
新
た
な
雇
用

契
約
を
要
望
。

３
町
の
協
議
に
よ
り
、
必

要
最
小
限
以
外
の
従
業
員
を

６
月
末
で
解
雇
す
る
よ
う
、

５
月
31
日
説
明
を
行
っ
た
。

経
営
移
譲
の
方
法
は
、
参

入
企
業
が
一
定
の
株
を
収
得

し
た
う
え
で
、
３
町
の
株
式

を
無
議
決
権
株
式
に
変
更
す

る
方
法
で
、
協
議
、
確
認
し

て
い
る
。

な
お
、
参
入
企
業
間
の
調

整
に
、
不
調
な
部
分
が
あ
り
、

急
い
で
も
ら
っ
て
い
る
。

東
日
本
大
震
災

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ソ
ニ
ア

久喜の沈下橋



国
道
33
号
の
名
野
川
の
崩

落
現
場
で
は
、
現
在
も
片
側

交
互
通
行
が
行
わ
れ
、
ま
た
、

５
月
30
日
未
明
、
百
川
内
地

区
で
土
砂
崩
落
に
よ
り
、
国

道
494
号
が
全
面
通
行
止
め
に

な
り
、
電
話
回
線
が
不
通
に
。

崩落住民の足　
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22
年
度
の
税
収
は
、
前
年

比
１
４
０
０
万
円
減
の
５
億

５
８
０
０
万
円
。
徴
収
率
は

0.1
％
低
い
99
・
３
％
。

滞
納
繰
越
分
は
、
56
万
８

千
円
を
強
制
徴
収
。

町
の
地
域
活
性
化
や
、
各

地
区
の
支
援
活
動
な
ど
に
従

事
し
て
い
た
、
３
人
の
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
う
ち
、
２

人
か
ら
退
職
願
が
提
出
さ
れ

た
。１

人
は
有
機
農
業
を
目
指

し
、
１
人
は
仙
台
の
実
家
で

復
興
支
援
に
従
事
し
、
現
在

１
人
が
、
親
子
で
の
田
舎
体

験
交
流
ツ
ア
ー
の
準
備
を
し

て
い
る
。

追
加
募
集
は
、
担
当
課
と

検
討
中
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
施
設

改
修
は
、
全
て
７
月
中
に
完

成
予
定
だ
が
、
ア
ナ
ロ
グ
放

送
終
了
後
に
受
信
で
き
な
く

な
る
家
庭
も
で
る
可
能
性
も

あ
り
、
関
係
団
体
や
町
内
電

気
店
と
連
係
し
、
不
測
の
事

態
に
備
え
る
。

昨
年
、
一
昨
年
と
好
評
だ

っ
た
地
域
流
通
商
品
券
を
、

６
月
26
日
か
ら
販
売
す
る
。

額
面
の
１
割
引
で
、
総
額

３
０
０
０
万
円
分
。

道
路
崩
落

税
　
収

地
域
お
こ
し
協
力
隊

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

地
域
流
通
商
品
券

携
帯
電
話
の
不
感
地
域
で

あ
る
椿
山
地
区
に
は
、
緊
急

時
に
対
応
す
る
た
め
、
防
災

行
政
無
線
の
ア
ン
サ
ー
バ
ッ

ク
機
能
を
使
い
、
高
吾
北
消

防
署
と
直
接
連
絡
を
取
っ
て

も
ら
う
よ
う
、
住
民
に
説
明
。

幸
い
、
迂
回
路
と
し
て
、

林
道
下
土
居
桧
谷
線
が
あ
る

が
、
国
道
33
号
と
併
せ
て
生

活
道
と
し
て
、
全
面
通
行
に

向
け
早
期
復
旧
す
る
よ
う
、

国
・
県
に
要
望
し
て
い
く
。

大
板
地
区
で
も
、
町
道
寺

村
大
板
線
の
路
側
下
部
欠
落

に
よ
り
、
２
輪
車
以
外
通
行

止
め
に
な
っ
た
。
迂
回
路
は

吾
川
東
線
だ
が
、
２
ｔ
車
ま

で
通
行
可
。
県
と
協
議
し
、

早
期
復
旧
に
取
り
組
む
。

国道494号　百川内

寺村　大板線


